
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 

お手伝いの効果 
～頭がよく、頼もしく、優しい人になる～ 

校長 中村 健  

 

「冬休みは（あるいは夏休みは）お家のお手伝いをしてください。」と、先生は子どもたちに言います。

計画に書かせたり、宿題にまでしたりします。なぜだと思いますか？ 

それは、子どもたちの成長にとって必要な様々な効果があるからです。ここでは３つの効果につい

てお話しします。 

 

【効果１】五感が磨かれる → 頭の回転が速くなる 
五感とは、「見る(視覚)、聴く(聴覚)、においをかぐ(嗅覚)、触る(触覚)、味わう(味覚)」の５つ

の感覚ことです。家のお手伝いは五感を使いながら行われており、それは脳の活性化につながりま

す。 

例えば、国語の宿題に音読がありますが、これは「文字を見る(視覚)」と「自分の声を聴く(聴覚)」

の２つの感覚を使っています。毎日音読をすると文章を覚えてしまうことがよくありますよね。こ

れは、勉強をする上でも、五感を使うと脳の働きが活性化し、記憶が定着しやすくなることを示して

います。今、２年生ががんばっている九九も、毎日声に出して練習するうちにしっかり頭に入ってし

まいます。これも、五感が磨かれた効果です。 

ちなみに、校長先生が子どものころは、高学年になると音読の宿題はありませんでした。なぜな

ら、声に出して読めるように自分でしてくることは、高学年として当たり前にすることだったから

です。今でも深く考えるときには、声に出して読んでいます。 

お手伝いの話に戻します。校長先生の高学年の時の冬のお手伝いは雪かきでした。５・６学年のお

手伝いに「雪かき」はいかがでしょう。雪の種類や重さ、雪を遠くに飛ばす感覚などが分かり、五感

を磨くこと間違いなしです。家族にも感謝されます。 

 

【効果２】手順を考え工夫する力がつく → よりよく考える力が高まる 
家のお手伝いをするには、手順を考える必要があります。例えば配膳のお手伝いでは、テーブルの

上を片付け、布巾でふき、箸や茶わんなどを並べ、大皿を中央に置くといった手順どおりに行いま

す。何度もやっていると、「どうやったら早くできるか。やりやすくなるか。楽にできるか。」など効

率を考え、一気に運ぶためにお盆を使うなど工夫するようになります。 

このように、手順を考えたり、効率を考え工夫したりすることは、勉強するときにも必要なことで

す。お手伝いによるこのような経験を踏まえ、勉強するときにも応用しやすくなります。 

 

【効果３】誰かのために働く意識がもてる → 責任感が強く・優しい心が育つ 
お手伝いをすると家族のためになります。「家族の一員として働く意識」をもつことは、社会に出

て「社会のために働く意識」を保つ基盤となってくれます。友人関係や趣味においても、大人になっ

て仕事・結婚・子育てをする際にも、「誰かのために行動する」という意識は大切です。 

 

このように、お手伝いには、将来、頭がよく、頼もしく、優しい人間になるための大切な効果があり

ます。 

ぜひ冬休みは、何か一つでもいいので毎日行うお手伝いをご家庭で決め、宿題だからするのではなく、

家族のために働く心をもってお手伝いをしてほしいと思います。そのがんばりは、３つの効果として

プラスとなって自分に返ってきます。 

青森市立莨町小学校 学校だより 第１０号 令和４年１２月２３日 

 

 

１月の行事予定  SC～スクールカウンセラー  ＡＬＴ～外国語指導助手  CS～コミュニティスクール 

日 月 火 水 木 金 土 
１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 

元日 振替休日 年始休日 
冬季休業 
（～１/１５） 

  
浦町スノーバス

ターズ 
（ＣＳ主催） 

８日 ９日 １０日 １１日 １２日 １３日 １４日 

 成人の日   
３・４年学習会 
電話訪問 

オンライン面談 

電話訪問 
オンライン面談 

 

１５日 １６日 １７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 

通学路除雪 
（ＰＴＡ主催） 

３学期始業式 
登校指導 

登校指導 
学区巡回 

ＡＬＴ来校 
英検ＥＳＧ（６年） 

学力テスト 
委員会 

学力テスト  

２２日 ２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 

 避難訓練  引落日 
ＡＬＴ来校 

ＳＣ来校   

２９日 ３０日 ３１日 【2 月の主な行事】 

９日（木） スキー教室（３～６年）  22 日（水） 全校参観日   全校朝会 

※状況によって変更になる場合があります 

頼もしい親のチカラ・地域のチカラ 
今年度も、たくさんの保護者・地域の方に支援して 

いただき、教育活動を進めてまいりました。登校指導 

や花壇作り、読み聞かせ、理科の実験指導、ＨＰの更 

新、学校行事の運営支援など。お陰様で子どもたちは、 

いきいきと学校生活を送っています。１月には、ＰＴ 

Ａによる通学路除雪に１２名、登校指導に６名、ＣＳ 

主催の除雪ボランティアに６名の方が協力してくれる 

ことになっています。今後とも、学校・家庭・地域が 

力を合わせて子どもたちを育んでいきたいものです。 

伝統のなわとびで冬の体力作り 
１２月１６日（金）に２学期最後のなわと

び検定を行いました。この検定は、今の校舎

が建てられたときから続く「莨町小の伝統」

の一つです。体力作りだけでなく、上学年が

下学年に技を見せたり、検定の審判をしたり

と、優しい関わりも育んでいます。 

創立１００周年を迎えました 

難しい技に挑戦する上学年。下学年のよいお手本になっています。 下学年の審判をする上学年。励ましの言葉もかけています。 

冬休み中の 
電話訪問・ 

オンライン面談 
１月１２日～１３日 

 

３学期が円滑にスター

トできるよう、担任から

児童へ電話やオンライン

で連絡をします。ご協力

ください。 


